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男 ・ 女 

参加した NICE ボランティア 分野 

国際ワークキャンプ・どさんこ NICE

運営 

農業・文化交流 
満足度 

場所  

（国・市町村まで記入） 
日本・北海道新得町・モロッコ 80% 

受け入れ団体  

共働学舎新得農場 
活動のやりがい度 

90% 

 

年齢 経歴 

18 大学一年時にどさんこ NICE へ参加。説明会等を主催。 

22 NICE と係わって 4年目にようやく国際ワークキャンプ（新得）へリーダーとして参加。 

24 2 回目の国際ワークキャンプはもう一度新得リーダー。実家へ帰るような感覚に襲われる。

 大学院卒業後に実家（北海道士別市）にて就農。 

28 1回目の国際ワークキャンプで知り合った彼女と6年越しの結婚。新婚旅行は2ヶ月欧州へ！

 旅行中にモロッコにて初の海外ワークキャンプに参加。エクスカーションがハード過ぎ。 

29 有機 JAS 取得、加工場開設、長女誕生といろいろなイベントが重なって楽しい一年です。 

  

  

趣味・特技 クロスカントリースキー、トマト＆トマトジュース作り 

座右の銘 人間を恐れるな（武者小路実篤） 

参加までの旅行経験・ボランティア経験 

大学 2年時にアメリカ・オレゴン州のポートランド PSU に短期の語学留学。大学 4年時に日中ユース水フ

ォーラム（北京・大同）へ参加。大学院 1年時に第 2回日中ユース水フォーラム（札幌）を主催。 

大学院 2年時に第 3回世界ユース水フォーラム（メキシコ）参加。 

記入上の注意 １：鉛筆以外の黒または青の筆記具で記入。２：数字はアラビア数字で、文字はくずさず正確に書く。 

３：※印のところは、該当するものを○で囲む。 

こんなボランティアでした 

農繁期真っ最中の農場の手伝いがメインでした。文字通り、朝から晩まで農作業をしていました。また、

農場では社会に疲れた方や障害を持った方が共同で生活しており、交流それ自体が大事な活動として、 

位置づけられていました。 



 

志望動機 

説明会まで行っているのにも関わらず、ワークキャンプに一度も参加したことがないことに負い目を感じ

ていました。サークル活動や教育実習、卒業論文等いろいろと忙しない日々を過ごしており、海外でのワ

ークキャンプは難しいと感じていたので、自然と国内に参加しようと考えていました。新得へはそれまで

も週末ワークキャンプ等に参加していたので、ハードルが高くなくスムーズに参加できたと思います。 

 

 
 

行くまでに心配だったこと（どう乗り越えたか） 

キャンパーと学舎のメンバーがスムーズに交流できるかどうかに腐心しました。一回目は外国人参加者 

の年齢層が高く、彼らの大人の振る舞いで非常にうまくいきました。二回目は最終日にキャンプでの活動

をパワーポイントでまとめて全員の前で発表しました。結局参加者が何をしたの？という疑問が毎年あっ

たそうで、結果的に皆である程度活動を共有する事ができました。 

家族・友人・学校・職場の反応（私はこうやって説得した！） 

 一回目は特に何の障害もなく参加しました。二回目の時は修士論文の忙しい時期に当たってしまい、周

りの先輩方から逃げるようにして行きました。終了後、先輩からどこに行っていたか聞かれましたが、道

産チーズの先進地調査（共働学舎はチーズで有名）に行っていたと言い張りました。 

ワークキャンプとその後の人生（進路決定、参加経験が役立っていること等） 

 学舎に行って一番感じることは、障害は相対的なものであって、健常者と障害者を隔てる壁なんてもの

は無い、ということでした。そしてもう一つ。学舎では基本的に自分たちで家を建てます。自分にとって

「家を建てる」ということは、業者に依頼するものであり自分で作るものという認識はありませんでした。

ここに来て、それが覆されました。意思があれば、家は建てられる。自分のできないことはない、という

こと。それを実感することができました。 

 最後に、今の妻と会えたことが一番の大きな収穫でした！ 

 

成長ダイアグラム ※ これから参加を考えている人へ、熱いメッセージを♪ 

 １）実務的

な知識・ス

４）進路・目標 

５）社会への考

えや価値観 

２）人・社会と

やっていく力
６）その後の人

生に活きた人脈 

３）自分でやっ

ていける力

1 
2

3

4 

5 

 

ワークキャンプは地域に深く入り込むための非常に

有効なメソッドの一つです。単純に旅行ではとても出

会えないような、あるいは体験できないようなことが

起こります。それを楽しめるかどうかは、タイミング

と心の余裕ではないかと。。 

自分の故郷とは別に、深くつながった人・帰れる場所

があるということは、あなたの人生を本当に豊かにし

てくれます。ワークキャンプ、楽しいです。 

※成長ダイアグラム（５＝とても得るものがあった・良くなった。４＝まあまあ得るものがあった・良くなった。３＝前と変わらなかった。影響なし。２＝前よりもや

や劣るようになった・悪くなった。１＝前よりもずっと劣るようになった・悪くなった。） 


